別紙様式５

「新型コロナウイルス感染症を含む新興感染症対応」に関する調査票

[bookmark: _GoBack]１　新型コロナウイルス感染症に関する病床確保等の状況について
　※これまでの自院の実績を記入してください
	病床確保等の区分
	☐【陽性患者入院受入れ】重点医療機関
☐【陽性患者入院受入れ】入院医療機関（重点医療機関以外）
☐【疑似症患者受入れ】疑い患者受入協力医療機関
☐【回復患者】後方支援医療機関

	病床確保等の開始時期
	　　　　年　　月

	最大確保病床数
	【陽性】○床（うち重症　○床　中等症・軽症　○床）
【疑似症】○床

	患者受入れ実績
	【陽性患者】
　うち重症　　　　　　人
　うち中等症・軽症　　人
【疑似症患者】　　　　人
【回復患者】　　　　　人

	自由記述
※病院整備計画に関連する実績、対応、地域における自院の役割等についてご記入ください。
	



【条件の確認】
２　新型コロナウイルス感染症を含む新興感染症の発生・まん延時の患者の入院等の役割について
　※役割とは、感染症法等の一部を改正する法律(令和4年法律第96号)に基づき、今後県が定める予防計画等に沿って、県と医療機関の間で締結する医療の確保等に関する協定の締結を想定しています。以下に、現時点での協定の取り交わしが可能と思われる役割や確保病床(見込)数を記載してください。
　※事前の想定と異なる事態となった場合は、協定の内容を見直すこともあります。
	役割の区分
	☐　陽性患者入院受入れ
☐　後方支援（感染症から回復後に入院が必要な患者の転院の受入を行うこと）

	最大確保病床（見込）数
	○床

	自由記述
※病院整備計画との関連性、地域における自院の役割等についてご記入ください。
	



